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巻頭図版１

秋根土塁跡と勝山御殿跡　遠景（南西から）

『奇兵隊日記』のうち「長府藩勝山城周辺絵図」（ 図書 所蔵、 ） 部

勝山御殿

秋根土塁（秋根関門）

勝山御殿跡

秋根土塁跡

（調査地）
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巻頭図版２

調査区全景（西から）



序

　本書は、下関市秋根上町地内での都市計画道路長府綾羅木線街路整備工事に先立ち、山口県下関土

木建築事務所から委託を受けて、同地内に所在する秋根土塁跡において、公益財団法人山口県ひとづ

くり財団山口県埋蔵文化財センターが実施した発掘調査の記録をまとめたものです。

　歴史的財産である遺跡の保護については、基本的には現状保存が望ましいところですが、開発事業

等に伴い、やむを得ず消失することになる部分については、事前に発掘調査を実施し、関係機関と調

整を図りながら記録保存をすることとしております。

　このたび発掘調査しました秋根土塁跡は、長州藩の支藩である長府藩の拠点「勝山御殿」への外国

からの侵攻を防ぐために、幕末期の元治元年（1864）５月７日に築かれた防御施設です。京都大学附

属図書館所蔵『奇兵隊日記』別冊絵図「長府藩勝山城周辺絵図」や「毛利家乗」などに記載されている

資料をたよりに、推定される位置を山口県教育委員会が試掘調査を行い、土塁と堀を確認したことから、

道路工事で遺跡が削られる部分を事前に発掘し、調査の記録を保存することとしたものです。

　今回の調査では、土塁と堀の位置を特定するとともに、その規模を確認することができました。ま

た、土層観察からは、土塁の構築方法に関わる特徴的な堆積状況も確認することができました。加えて、

堀からは、その存続期間中に廃棄されたとみられる人名の書かれた墨書陶器や、下駄、建築部材など

幕末から明治初頭の生活に関わる資料を得ることができ、当時の生活文化や社会の状況等を知る上で、

貴重な手がかりを得ることができました。

　この発掘調査をまとめた本書が、文化財愛護への理解を深めるとともに、教育及び文化の振興並び

に学術研究の資料として広く活用されることはもとより、本書を通し、ふるさとの歴史や文化を改め

て知っていただくことで、さらに郷土に愛着をもつ契機となり、活力とうるおいに満ちた郷土の創造

と発展に寄与することを心から祈念する次第です。

　最後になりましたが、発掘調査の実施及び報告書の作成に当たり、御指導及び御協力をいただきま

した関係者各位に対し、厚くお礼申し上げます。

　　平成28年３月

� 公益財団法人　山口県ひとづくり財団

� 理事長　松　永　貞　昭
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２�　調査は、公益財団法人山口県ひとづくり財団が山口県下関土木建築事務所の委託〔契約名：都市

計画道路長府綾羅木線　街路整備（総合交付金）工事に伴う調査業務委託　第１工区〕を受けて実

施した。

３　調査組織は、次のとおりである。

　　　調査主体　公益財団法人山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センター

　　　調査担当　文化財専門員　　中　里　伸　明

　　　　　　　　文化財専門員　　上　田　克　也

４�　本書の第１図、第23図は、山口県下関土木建築事務所提供の地図を元に作成した。第２図、第３図、

第６図および写真５、写真６、写真７は、国土地理院発行の地形図・測図および空中写真を使用した。

�　また、巻頭図版１上、第４図、第５図は、京都大学附属図書館が所蔵する絵図を、使用許可を得

て掲載するものである。

５　本書で使用した方位は、国土座標（世界測地系）の北を示し、標高は海抜高度（ｍ）である。

６�　本書で使用した土色の色調の表記は、農林水産省農林水産技術会議事務局（監修）『新版標準土　

色帖』Munsell方式による。

７　図版中の遺構・遺物番号は、実測図の遺構・遺物番号と対応する。

８　本書で使用した遺構略号は、次のとおりである。

　　　ＳＰ：柱穴　　　ＳＤ：溝

９�　調査全般に関して、濱﨑真二氏・中原周平氏・小林善也氏・藤原彰久氏（下関市教育委員会）に

ご教示・ご協力をいただいた。また、陶磁器について、渡辺一雄氏（梅光学院大学）・岩崎仁志氏（山

口県教育庁社会教育・文化財課）・徳留大輔氏（出光美術館）、　文字資料について、松田和也氏（下

関市教育委員会）・田中洋一氏（下関市立長府博物館）・吉積久年氏（山口県文書館）にご教示いた

だいた。貝類について、田中浩氏（山口県立山口博物館）に鑑定いただいた。

10　木製品の樹種鑑定および保存処理については、業者に委託し、その成果を第Ⅳ章に掲載した。

11�　本書の作成・執筆は、中里・上田が共同で行い、編集は中里が行った。なお、執筆分担は、次の

とおりである。

　　　Ⅰ：中里　　　Ⅱ：上田　　　Ⅲ：中里　　　Ⅳ：委託業者　　　Ⅴ：中里
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Ⅰ　調査の経緯と概要

１　調査に至る経緯
　都市計画道路長府綾羅木線は、下関市街地の東西軸を形成する幹線道路として平成 22 年に計画さ

れた。この計画地内には埋蔵文化財が包蔵されており、平成 24 年度には「延行条里遺跡」として、

公益財団法人山口県ひとづくり財団山口県埋蔵文化財センターが発掘調査を実施している。

　この道路整備は数か年にわたる事業であり、平成 27 年度事業として、下関市立勝山小学校の南側

を整備する計画がなされた。この計画予定地内には、「秋根土塁」と称される幕末の防御施設が所在

する可能性が極めて高いことがかねてから知られていた。

　このため、山口県下関土木建築事務所との協議を経て、山口県教育庁社会教育・文化財課は埋蔵文

化財の有無を確認するための試掘調査を平成 26 年３月 19 日、５月８日、10 月 15 日に実施した。こ

の結果、土塁と堀の埋存を確認し、かつ、その規模と残存状況が把握された。

　この試掘調査結果と道路整備計画を照合した結果、計画は「秋根土塁」を横断し、擁壁工事などで

現状保存が困難であることから、施工に先立って保護措置（発掘調査による記録保存）が必要である

と判断された。

　これを受けて山口県下関土木建築事務所は発掘調査を委託することとし、公益財団法人山口県ひと

づくり財団山口県埋蔵文化財センターが受託して実施することとなった。

２　調査の経過と概要
　平成 27 年４月 10 日、現地調査を開始するにあたって、山口県下関土木建築事務所との間で調査方

法等について現地で打ち合わせを行った。発掘調査は、道路工事と同時進行的に実施されるものであ

り、道路工事のための仮設道路を確保しつつ実施する必要があった。このため、調査区を１区と２区

に分け、調査することとした。

　また、調査区内にはコンクリート製の既設水路が縦横にまたがっているが、これの撤去については、

現地調査に先立つ５月７日と８日に、道路工事の一環として実施された。この撤去作業に立会い、土

塁や堀の破壊が必要最低限に留まることを確認すると同時に、土層堆積の大まかな把握を行った。

　現地調査は、平成 27 年５月 20 日に仮設調査事務所を設置するとともに、重機による１区の表土除

去から開始した。なお、１区の大半は田地であり、表土は耕作土と盤土で構成される。このうち、耕

作土については、道路工事の作業過程ですでに除去されており、盤土以下の土層からの掘削となる。

　表土除去作業と並行して、５月 25 日に器材を搬入、５月 27 日に遺構検出を開始し、土塁と堀の平

面形を把握した。６月１日には安全フェンスを設置するとともに堀の掘削を開始し、状況に応じて遺

物出土状況の撮影や遺構配置図の作成を実施した。なお、掘削する土は水分を非常に多く含み、土量

も膨大であることから、全てを人力掘削で除去するのは非効率であると判断した。このため、記録保

存に影響がない範囲については、小型の重機によって掘削している。

　６月９日からは、土塁を覆う土の除去を進め、必要に応じて土層断面の記録化（写真撮影・作図）

を行った。その後は、土塁覆土と堀の掘削と記録化作業を並行して実施した。

－ 1－
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　７月 19 日には 地 明会を 施し、地元の方を

は めとする約 50 人が した。 明会 は

の 間を って図化 を行い、７月 31 日に

コン リコ ターによる 中写真 を 施した。

　 月３日からは土塁に ン を設定して 削

し、土層 面の記 化を めた。 月５日からは秋

根土塁築 の遺構の 削および記 化を行い、

月７日に山口県下関土木建築事 所の 確認を

経た えで、１ の調査をす て した。

　 の調査は、道 施 者による 設道の

え をはさんで、 月 22 日から 機による

土 をもって した。 は 長で

があるため、 確 に め 期間で 施する

方 とした。しかし、 に まれ 、 も著し

い状況であったため、 に くの時間を き、

続的に め るを なかった。

　 月 日から堀の人 削を したが、 面

を し、 削の さは30 40 にとどめている。

それより 下に いては、 機で 削し、写真

による記 化を行い、 日、埋め している。

　 月 日に 状況および土層 面の写真 を

施し、 月 15 日にす ての図化 を えた。

　 月 17 日には山口県下関土木建築事 所による

確認の えで、 地を き し、 月 25 日ま

でに器材の 収および 設事 所等の を行い、

地調査はす て した。なお、出土遺物は 地

調査中に 時山口県埋蔵文化財センターに

り、 ・ の整 を 施している。

　 地調査 は、かねてより めていた記

の整 を 的に するとともに、出土遺物の

図 成および写真 による記 化を行った。ま

た、 者 により木製品の 種 定および 存

を行った。その 、これらの記 をもとに

図および写真図 を 成しながら原 を し、

報告書を 行した。

写真１　表土除去

写真２　人力掘削

写真３　国土座標杭設置

写真４　現地説明会
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Ⅱ　遺跡の位置と環境

１　地理的環境
　秋根土塁跡は、山口県下関市秋根上町地内に所在する。下関市は、本州の西端に位置し、西側は響灘、

東側は周防灘、南側は関門海峡に面し、九州を臨む。秋根土塁跡の北側には四王司山 ( 標高 392m)、南

側には霊鷲山（標高 288m）がそびえ、それらをつなぐように中起伏山地が連なっており、東側を遮ってい

る。西側に向けて、四王司山を源流とする砂子多川が貫流し、秋根の西側で綾羅木川と合流する。この両

河川は大量の土砂を運搬し、綾羅木平野と呼ばれる広い沖積平野を構成し、その周辺を砂礫台地が取り

囲んでいる。この両河川の間に、花崗岩質の青山（標高 280m）がそびえ、その南西側周辺には、標高約

20 ｍの通称「あげのやま」丘陵が広がっている。

　発掘調査地区は、この丘陵の南側の標高 11～14 ｍの谷底平野に立地している。当地区は、隣接する

丘陵や砂礫台地からの花崗岩風化層による砂礫や砂岩などの堆積が基盤土であるが、砂子多川の氾濫原

であり、その中でも、湿地性粘土の河川堆積が広がっていたことが試掘調査で明らかになっている。

２　歴史的環境
　秋根土塁跡周辺における人々の生活の痕跡は旧石器時代にまで遡ることができ、隣接する延行条里

遺跡（４）や秋根遺跡（５）などの河谷に面した段丘面上では、後期の石器が出土している。

　縄文時代には秋根遺跡や延行条里遺跡において、後晩期を中心とする遺物が出土している。

　弥生時代の前期には、綾羅木川下流域の洪積台地上に大規模集落が形成されるが、中期以降急速に

衰退してくると、丘陵裾部に形山遺跡（８）や坂磯遺跡（９）など、新たな小規模集落が形成された。

前期末から中期にかけての遺跡は秋根遺跡で展開がみられ、北東部で土坑群が検出され、西部の溝か

らは朝鮮系無文土器が出土している。

　古墳時代前期から中期の顕著な埋葬遺跡は確認されていないが、後期になると複室構造を備えた横

穴式石室をもつ秋根古墳群のほか、秀波古墳群（10）、前勝谷古墳群（13）、勝谷丸山古墳群（15）な

どの円墳が台地上や平野に築造された。集落については、秋根遺跡全域で竪穴建物と倉庫群が確認さ

れており、集落が継続して営まれていたことがわかる。

　古代には、延行条里遺跡で条里地割の大規模な基盤整備が行われ、正方形の区画が形作られると

ともに用排水路の整備が行われ、これまでの湿田から地下水の影響を受けない乾田への変換が進んで

いった。平安時代中～後期になると、碁盤目状の区画整備がさらに進み、170 町歩に及ぶ条里地割と

乾田化が綾羅木平野ほぼ全域に広がった。遺跡周辺は長門国府に近いため、政治上重要な場所であっ

たと考えられ、地域の拠点集落と考えられる大規模な遺跡が見られる。秋根遺跡では、四面廂をもつ

正殿と二面廂の後殿で構成される大型建物および倉庫群十数棟が確認され、豊浦郡家もしくは在庁官

人邸宅に比定できる可能性がある。また、輸入陶磁器や搬入品の緑釉陶器などから、当地の有力者の

勢力の大きさが窺え、この地域が瀬戸内一帯と大宰府とを結ぶ流通の要であったと推測される。　

　中世になると、綾羅木平野一帯はたびたび洪水に見舞われ、その度に水田基盤のかさ上げ、地割の

復元が行われ、鎌倉時代には畦の拡張も行われた。集落については、秋根遺跡のほか、当遺跡に隣接

－ 4－



する平成 24 年 に センターが発 調査を行った延行条里遺跡で中世 （ 時代 町時代 ）

を中 とする 柱建物 が検出され、平 時代 期から中世 の中国 輸入磁器や土師器が出土

した。また、下関市 会が 1995 年に行った 地 でも、中世 の 溝や土 などの検

出状況を すると、地 の 者が遺跡 に していた が えられる。また、 の侵攻を防

やすい 山や勝山などの山 に、石 が 存している 山 （３）をは めとする中世山 が築かれる。

７

10





　近世には道 の 地点として、秋根に市が建設され、物 の拠点となった。 時代 、遺跡

は長府藩の 下に置かれ、幕末には外国 の に備え、田 地 の 状地に勝山御殿（ ）が築

かれた。

　明治４年（1871）からは山口県に所 し、 に入ると、1973 年に中国 道 月 下関 間が

、1975 年に山 の 下関 が 設されるなど、遺跡 は に 発が み、 の要 と

して発 し、 在に っている。

３　秋根土塁について
　秋根土塁は、長府藩の拠点である勝山御殿を るため、幕末に築 された防 施設である。

　 年（1853） リ 東 ンド 長 リーが に し、日 に 国を要 して 、

国か 国か、国中で が かれる中、長 藩は外国を することで日 を るとい を藩 に

定し、文 ３年（1863）５月11日に、関 を する リ を りに、 ン 、 ン の

・ を 次いで した。しかし、すぐに の を 、長 は 状 に り、 の 、

田 も した。これにより、長 藩は 外国との 事 の を し、 の と を建設

するなどの 防備を めた。

第４図　幕末長府藩の防衛網
図書 所蔵 日記 の 長府藩勝山 絵図

（ ）



図書 所蔵 日記 の 長府藩勝山 絵図 を部 （ ）

（ 上 ）　 は 　 道 　　　 　 野 　　 　野 　　

　地 　　　 　　　 土塁　　

　長 藩の 藩である長府藩でも、この きに い、防 を整えた。 に近い に位置する藩主

では 外国から攻 される が いため、 初は 野の地に藩府を す 定であったが、その地が

いため を え、 的には北、西、東の 方を山に まれた の要 の地である田 地

の 状地に藩府を し、 を築くこととなった。長府藩は、 外国の に備え築 を 、文 ３年

月 25 日に築 を すると、わ か 年 の11 月 21日に 成さ 、 年 月には勝山御殿に拠点を した。

　元治元年（1864）５月７日には、勝山御殿を 備するために 秋根土塁 が構築された。長府藩の記

である には 秋根村 勝山 町 成リ 備

リ 田部村石原村 製 所 建設 日 シ 下 村 要所 地

設 列 下 防備 成 とある。

　第５図の 日記 別 絵図 長府藩勝山 絵図 には、 いや山地に られた や土塁

などの防 施設と に、土塁の 時の が記されている。土塁は、 が も攻めやすい勝山御殿の南西

部に がる平地を ぐよ に築 され、 を んで北 と南 に かれている。北 南 部が ン

しており、土塁の南 北 部を んでいる。第５図では を攻 するための が 10 備え ら

れている が られるが、 では 16 の野 があったとしている。あ のやま の 部

には が設置されるとともに、 勝 地 の にも勝 社 と 口山 に３ の

野 が備え られ、勝山御殿南西部の防 を めている。また、 の要 には地 （地 ）が

設置された。元治元年 月５日から７日にか て リ 、 リ 、 ン 、 ン の 国 が

第５図　絵図に描かれた勝山御殿と秋根土塁

秋根土塁

勝山御殿



年の報 のため下関を したが、土塁 が になっ

たとい 記 は っていない。

　土塁の規模に いては、長府藩が 元年（1865）７

月に行った 記 によると、 面 中等よりの さは

間 22 7 ）とある。長さに いては記 に ってい

ないが、図面上で 元すると約 300 である。

　その 、明治 年（1869）１月 20 日、明治 府が関

や番所の廃 を出し、秋根関 も廃 されたとある。

　第 図の明治 30 年（1897）の 図によると、 図

の中に土 として、土塁が記 されているが、土塁の北

南 と南 部 は記 されておら 、田になっているた

め、すでに されていたと われる。また、土塁 面には、

第４図には られない堀があるが、 により堀の存在が

確認されているため、存在していたものと えられる。

　写真５の 22 年（1947）３月の 写真では、第

図と 位置に、 し が くなってはいるが、土塁と堀、

その延長上に地 が られる。

　写真 の 46 年（1971）４月の 写真では、勝

山 が 設され、 在と 位置にあるのが かる。

その に 土塁が 削されたと えられ、写真１に

て土塁の 存部 が っているのがわかる。 下関勝山

では、 土塁の さ1 90 、長さ 42 40 、 は南

13 00 、北 で 25 30 、中ほどの も い所で 5 60

のものであるが、 田の上に 近の の真 土を築

上したもので、 さは西に かって であるのに して、

東 の 勝 ではやや しているしていることは る

に 点があるよ に構築されている。 また、 土塁の遺構

は勝山 の南外 の西 部に位置し、地名と

しては勝 町 で秋根との にあり、 の 道に

くっ いて南北に が長く延びている 地がそれである。

とある。

　写真７は 50 年（1975） 月末の 写真である。

写真 の位置と 所に土塁があり、地 は確認できるものの土塁状に している がなく、整地

されているよ に える。その 、その年から行われた勝山 ンド により、土塁と堀はす

て削平され、 在に る。

写真５　昭和22年（1947）３月の様子（10000分の１）

写真６　昭和46年（1971）４月の様子（10000分の１）

写真７　昭和50年（1975）２月の様子（10000分の１）

土

第６図　明治30年（1897）の測図（10000分の１）
　　　　「勝谷」赤間関海峡及び小倉近傍地図

秋根土塁

秋根土塁

秋根土塁

秋根土塁
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Ⅲ　調査の成果

１　調査結果の概略
　 の調査の主目的である 秋根土塁 に いては、その土塁と堀を明確に検出し、位置を特定す

ることができた。また、その規模に いても古記 に記されている と しないものであること

が確認できた。また、土塁の構築方法に関わる特徴的な土層の堆積が確認され、堀からは人名が墨書

された陶器、下駄、建築部材などが出土している。

　このほか、 秋根土塁 とは別に、古墳時代から近世にか ての柱穴・溝および遺物 層を検出

している。これらは、延行条里遺跡の 部とみなすことができ、 遺跡の東 を確認したものと え

られる。また、土塁を して埋めたと推定できる 土などからも、中世を主 とした遺物が出土した。

　 地は明治 30 年までに土塁が削平され、耕地化したことが古地図から かがえるが、 の調査

で明治 の遺物が であったことは、その間 的な となったと える。

２　微地形と基本土層
　調査 は、 きく て３ の 地 に でき、それ れで地山が なる（第７図）。 地は

的には の 原であり、 な 質土層で構成される 地堆積が くを めるが、北

は に する 地の 部とみな る ン土を主とした にしまりの い 層が地山

となる。また、西 では シ 層を地山とする 地が しており、この 地上で古墳時









代から近世までの遺構が検出される。この状況は、秋根土塁跡の西 に する延行条里遺跡の状況

と のものであり、延行条里遺跡の東 部 を検出したとみなすことが である。

　これらの地山の上には、 を 調とする 質土層が調査 西 を中 に堆積する。延行条里遺跡

にお る中世の遺物 層に する が いと えているが、 の遺物の出土は に等し

く、 成時期推定の根拠に しい。この層の に、古墳時代の遺物 層を確認したことから、

古墳時代 で、か 、秋根土塁が築 される幕末までの 成とい ことになる。柱穴などの遺構の

は、この堆積層 下、すなわ 地山上面にて検出されるが、 部の溝に いてはこの堆積層の上

面にて検出される。
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　幕末の堀は、上記の灰色堆積層を切り込んで形成されている。ただし、調査区西側においては、灰

色堆積層の上にさらに客土らしき層が堆積し、これを切り込んで堀が掘削されている状況が確認でき

ている。

　土塁を覆う土や堀の埋土は、土塁を壊して平坦地化を図った客土とみなせ、これより上には現代に

いたるまでの耕作土や盤土が堆積する。なお、調査区北側については、小学校の敷地造成の際の真砂

土による盛土が、旧耕作土の上に厚く堆積している。

３　土塁
　調査区の中央で検出された幕末の土塁である。検出規模は幅約11ｍ、残存高は最大で約50㎝を計る。

基本的に平面検出は明確にできているが、北東側については既設水路に破壊されており、平面形の把

握ができていない（第 11 図）。

　土層観察からは、地山直上から構築し始めており、本来、地山の上に堆積していた灰色砂質土層（中

近世以前の堆積層）は構築前に除去していたものとみられる。ただし、堀と接する部分については、

土塁内に灰色砂質土層が幅１～２ｍほど残存している状況が認められており、意図的に残している状

況がうかがえる（第 13 図）。

　土塁を構築する盛土は、基本的には周辺の土が利用されている。具体的には、バイラン土が地山と

なる北側では、それをベースとした砂礫層と黒褐色土が混成して互層に盛土され、泥質土および黄褐

色シルト層が地山となる南側ではバイラン土まじりの粘質土を基本とし、大型ブロックを多量に含む。

　構築方法としては、いわゆる版築などの手順は認められず、内側から外側に向けて機械的に盛土し

ている。なお、地山が軟弱な泥質土である南東隅部分については、法面に黄褐色粘土（シルト）を貼っ

て補強している状況が確認できた（図版６）。

　なお、土塁内からの遺物の出土は皆無であった。

４　堀
　調査区のやや西側で検出された堀であり、土塁に付随するものである。検出幅は約 10.5 ｍ、検出

面からの深さは 1.3 ｍを計る。断面形は逆台形を呈しており、土塁側はやや緩やかとなる。これは、

土塁側のほうが比高差が生じるため、崩落を防ぐために勾配をとる必要があったためと考えられる。

掘削底面は非常に硬くしまった砂層の上面で掘り止めており、平坦となっている（図版８）。

　埋土は上～中層（人為的埋戻し土）と、下層（自然堆積）に大別できる。上層と中層は色調で区別

していたが、これはグライ化によるものであり、両者の区別に層序としての意味はない。

　下層の自然堆積は、堀の存続期間中に埋積したヘドロであり、上面には腐植土が薄く堆積すること

で、上～中層との境をなす。特に、堀の法面には細かい木の枝や葉がこびりついていた。また、泥湿

地に生息する貝類も出土している（図版 16）。

　上～中層はブロックを非常に多く含む人為的な埋戻し土であり、当地を耕地化した際の所業と判断

される。土層観察からは、この埋戻しはすべて土塁側から行われている状況が確認できる。したがって、

この埋戻し土は、本来、土塁を構成していた盛土であり、これを壊して堀を埋めた状況が推定できる。
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　出土遺物は、上 中層と下層とで がやや なる（第 16・17 図）。上 中層は 、土塁を構成

していた 土と しており、この 土は元をたどれ 、 の土を したものと えている。こ

こからの出土遺物は、近世 のもので、か 、 の い で められている。

　 方、下層からの出土遺物は、上 中層と の も まれるが（４・５）、 の い遺物

が３点出土している（１ ３）。この３点は、 堆積である下層の上面近くで、か 、堀の 近

で出土しているとい 点で しており、他の とは、出土状況で 別することができる。こ し

た状況から、この３点は、堀の存続期間中に廃棄されたものと判 している。

　このほか、堀の西 の に って、 が原位置に近い状況で出土した（図 16）。その機 を推定

することは であるが、出土 が堀の北西 に られているため、 なくとも土 めや として

の機 は していないと える。







　１は建築部材であり、 などを構成する柱材と えられ、 材を している。 は し

ているが、 に 存しており、 10 7 、 存長 138 8 、 6 2 を る。木材の 面近くを

したためか、 な 方 をなさ 、 面の 近くは に近い状 を している。

　 い面に溝を 条めぐらしており、この の１条に して長方 の穴が４か所施されている。こ

れが と 木を る機 を っていると えられる。この面は平 に 上 られており、
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による加工痕が明瞭に残る裏面とは対照的である（図版11）。また、側面の片側に小さな穴が認められ、

かつ平滑に仕上げられているが、もう片側の側面は平滑ではあるものの調整痕が消されきらずに残存

する。

　２は連歯下駄であり、スギ材を板目取りで加工している。平面は隅丸長方形を呈し、後歯を中心に

磨滅しており、一定期間使用していたことがうかがえる。鼻緒付近には足指による窪みが弱く残る。

前壺の偏りから、右足用ではないかと推定される。

　３は陶器蓋である。外面に土灰釉を施し、光沢をもつ。研磨によって釉薬が一部剥げているが、こ

れは焼成時に溶着した不要物を除去したためとみられる。内面には少なくとも４名の人名を墨書して

いる。江戸時代風の書体で、人名も江戸時代によくつけられるものであり、降っても明治初頭までと

考えられる。複数の人名が書かれていることから、陶器の所有者を示すものではなく、陶器の中に入っ

ていたものを送る際に、送り手側の名前を示した状況などがが想定される。

　４は福建産の玉縁口縁をもつ白磁椀で、外面の横ナデが玉縁周囲に限られ、また、釉表面に気泡が

目立つことなどから、白磁椀Ⅳ類である。12世紀の所産である。５は陶器鉢で、いわゆる三島手である。

17 世紀の所産とみられる。

　６～ 11 は上～中層の出土である。６は貼付高台をもつ土師器椀であり、12 世紀を前後する時期の

所産と考えられる。７は同安窯系青磁椀で、内面に略化した花文と櫛によるジグザグの状の点描を施

し、外面には細かい櫛目文を施すことから、Ⅰ－１ｂ類であり（太宰府市教育委員会 2000）、12 世紀

中頃～後半の所産である。８は肥前系磁器染付椀であり、18 世紀の所産である。９は佐野焼瓦質土

器の土瓶である。奇兵隊陣屋跡などに類例があり、近世末の所産とみられる。10 は陶器の壺もしく

は瓶である。南方系の印象を持つが、産地の特定はできていない。11 は丸瓦である。粘土板の切り

離し方法が不明瞭であるため、中世～近世の大幅な時期比定しかできない。

　以上の出土遺物のうち、下層の上面付近で出土し、かつ、完形率の高い１～３が、堀の存続期間（幕

末～明治前半）に関わる資料と判断される。これらは、いずれも一定期間使用されたものであり、ま

た、陶器蓋（３）に墨書された人名およびその書体が江戸時代の属性を備えることから、製作年代自

体は江戸時代末期のものと考えられる。廃棄の時期については、堀の存続する明治前半まで降りうる。

　４～ 11 の破片については、本来、周辺遺跡（延行条里遺跡）に帰属するものと考えられ、秋根土

塁が築かれるまでに一度廃棄されたものが混入したものである。その内容は、中世を主体とし、近世

のものがやや含まれるという様相であり、近辺の調査事例が中世を主体としていることと矛盾しない。

５　その他の遺構・遺物
　調査区西側において、幕末の土塁・堀に先行する遺構を検出している（第 18 図）。いずれも出土遺

物が皆無であったため、細かな時期比定は困難であるが、古墳時代の遺物包含層（黒褐色土）を壊し

て形成されている溝ＳＤ３とＳＤ４は概ね古代以降となる。

　また、基本土層で「中近世以前の堆積層」と表現した灰色砂質土層を壊してＳＤ４は掘削されてい

るのに対して、ＳＤ１～ＳＤ３はこの層に覆われていることから、検出した溝の中では、ＳＤ４が最

も新しい（第９図参照）。これに加え、埋土の特徴は、ＳＤ１とＳＤ 2が近似し、ＳＤ３とＳＤ４の
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埋土が することから、それ れが近い時期に埋 したものと推定される。

　 上をまとめると、 １・ ３・４とい が、 に て古代 近世の期間中にな

されたとい ことになる。このほか、柱穴を３個検出しているが、埋土が古墳時代の遺物 層とや

や近い 調（ ）を備えることから、層 関 は 明であるものの、 １ ４よりは古い時

期のものであることを 定している。

　これらは、延行条里遺跡の延長部であり、か 、東 部であるとみなすことができる。た し、近

の調査で検出された溝が、 溝と されているのに して、 検出された溝は、 に伸

びる状況から としての機 を 定している。





　12 16 は 土の遺物 層から出土した遺物である。い れも土師器で、器 面の 化が

行してしまっている。 （12・13・15）はその 部の 状から、田 編年の古墳 期のものと

推定される。 （14）は古墳 期の とされる西遺跡 号溝で出土したものと タ のもの

とみられる（田 2008）。また、 の （16）は 製品の が く、古墳 期 に

位置づ る きかと える。

　 上のことから、この遺物 層からの出土遺物は、古墳 期（４世 ）の所 と推定される。

（石製品・銭貨）
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　17 は中近世以前の堆積層（灰色砂質土層）からの唯一の出土遺物で、肥前系磁器染付椀である。

概ね 17 世紀後半～ 18 世紀以降の所産とみられ、これを素直に受け止めれば、灰色砂質土層の形成時

期は近世以降ということになる。しかし、出土場所がＳＤ１付近であることから、本来ＳＤ１に所属

する可能性があることなどから、この層の形成時期を決定するのには慎重にならざるを得ない。

　18 ～ 27 は、土塁覆土より出土した遺物である。土塁覆土は、堀の上～中層と同様に、土塁を壊し

て形成されたものと解釈している。実際、堀の上～中層から出土した遺物と組成をほぼ同じくしてい

るといってよい（第 17 図参照）。

　18 は土師器杯であり、湾曲しながら外に大きく開く形状であり、12 世紀後半の所産と考えられる。

19 は福建産白磁皿であり、内面に花文状の櫛描文を施す。太宰府分類のⅦ－１ｃ類（11 世紀後半～

12 世紀前半）に相当する。20 は龍泉窯系青磁皿であり、その形状と胎土に気泡が目立つことなどから、

太宰府分類のⅠ類（12 世紀中頃～後半）と推定される。21 は白磁皿である。

　22 は初期唐津もしくは朝鮮陶器皿であり、17 世紀前半の所産である。23 は肥前系陶器擂鉢で、口

縁部にのみ鉄釉を施す。17 世紀の所産と思われる。24 は肥前系磁器染付椀である。いわゆるくらわ

んか椀であり、18 世紀前半の所産である。25 は肥前系の外青磁椀で、18 世紀後半以降のものである。

26 は佐野焼瓦質土器の焜炉かと思われる。近世末の所産である。27 は丸瓦である。これも堀上～中

層で出土した丸瓦（11）と同様、切り離し方が不明瞭であり、中世～近世の時期幅でみざるを得ない。

　このほか、攪乱などから出土した遺物を４点図示した。高杯（28）および染付椀（29）は遺物包含

層や土塁覆土出土のものと同様のものである。30 は碁石であり、中世～近世のものである。31 は新

寛永（1668 年～）であり、やはり、土塁覆土からの出土遺物と矛盾しない。
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挿
図

図
版 № 地

区 出土場所 種別 器種
法量（㎝）

胎土 焼成 色調（内）　　（外） 主な調整（内）　　　　（外） 備考口径 底径 器高
（復元値）（復元値）（残存値）

17 13 3 1 堀
下層 陶器 蓋 10.55 － 1.55� 密

砂粒少量 良好 胎土：明褐色
釉薬：オリーブ黄色

回転ナデ
回転ナデ、回転ヘラケズリ

土灰釉
墨書あり

17 14 4 １ 堀
下層 白磁 椀 － － （2.7） 密 良好 灰白色

灰白色 回転ナデ、回転ヘラケズリ 福建産
12ｃ

17 14 5 １ 堀
下層 陶器 鉢 － － （4.7） 密

細粒少量 良好 胎土：灰褐色
釉薬：灰褐色

回転ナデ
回転ナデ 三島手

17 14 6 １ 堀
上層 土師器 椀 － （4.9） （1.65） 密

砂粒多量 不良 浅黄橙色
浅黄橙色

摩滅
摩滅、貼付ナデ

17 15 7 １ 堀
上層 青磁 椀 － － （2.3） 粗

細粒少量 やや良好 胎土：灰白色
釉薬：浅黄色

回転ナデ
回転ヘラケズリ

同安窯椀Ⅰ類
12世紀中頃

17 15 8 1 堀
上層 磁器染付 椀 － － （2.5） 密 良好

17 15 9 1 堀
上層 瓦質土器 土瓶 － － （5.7） 密

砂粒少量 やや良好 暗灰色
暗灰色

ナデ、回転ナデ、オサエ
ナデ、回転ナデ、オサエ 佐野焼

17 15 10 １ 堀
上～中層 陶器 壷？ － － （10.0） 密

細粒少量 やや良好 胎土：灰黄色
釉薬：褐色、黄褐色

回転ナデ
カキ目

20 17 12 １ 遺物包含層 土師器 高杯 － － （1.9） 密
砂粒多量 やや良好 にぶい橙色

にぶい橙色
摩滅
摩滅

20 17 13 １ 遺物包含層 土師器 高杯 － － （6.4） 粗
砂粒多量 良好 浅黄橙色

浅黄橙色
摩滅
摩滅

20 17 14 １ 遺物包含層 土師器 鉢 － － （5.3） 粗
砂粒多量 やや良好 褐灰色

にぶい橙色
オサエ
オサエ

20 － 15 １ 遺物包含層 土師器 高杯 － － （4.7） 粗
砂粒多量 良好 浅黄橙色

浅黄橙色
摩滅
摩滅

13と同一個体の可能性
あり

20 17 16 １ 遺物包含層 土師器 鉢 － － （3.5） 粗
砂粒少量 やや良好 にぶい黄橙色

にぶい黄橙色
オサエ・ナデ
ハケ目 ミニチュアか？

20 17 17 １ 灰色砂質土層 磁器染付 椀 － （4.4） （2.0） 密 良好 肥前系

20 17 18 １ 土塁東側
覆土 土師器 杯 （19.5） － （3.5） 密

砂粒少量 不良 浅黄橙色
浅黄橙色

回転ナデ
回転ナデ

20 17 19 １ 土塁東側
覆土 白磁 皿 － － （1.05） 密 良好 灰白色 花文状の櫛描文

福建産　12世紀

20 18 20 １ 土塁東側
覆土 青磁 皿 － － （1.4） 気泡目立つ 龍泉窯系

12世紀

20 18 21 １ 土塁東側
覆土 白磁 皿 － （6.0） （1.3） 密 良好 回転ナデ

回転ヘラケズリ

20 18 22 １ 土塁東側
覆土 陶器 皿 （14.4） － （2.90） 密 良好 灰色 回転ナデ

回転ナデ 初期唐津もしくは朝鮮

20 18 23 １ 土塁東側
覆土 陶器 擂鉢 － － （3.5） 密

細粒少量 良好 にぶい橙色
にぶい橙色

回転ナデ
回転ナデ 肥前系

20 18 24 １ 土塁東側
覆土 磁器染付 椀 （10.4） － （2.7） 肥前系

20 18 25 １ 土塁覆土 染付青磁 椀 － － （2.3） 密 良好 肥前系
外青磁

20 18 26 １ 土塁覆土 瓦質土器 焜炉？ － （17.7） （6.3） 粗
砂粒多量 不良 暗灰色

暗灰色
回転ナデ
ケズリのちミガキ 佐野焼

20 － 28 １ 遺構検出 土師器 高杯 － － （6.0） 粗
砂粒多量 やや良好 にぶい橙色

にぶい橙色
摩滅
摩滅

20 19 29 １ 重機掘削 磁器染付 椀 － （3.3） （3.2） 密 良好 肥前系

－ 19 35 １ 壁切・
攪乱 陶器 鍋蓋 － － （2.7） 密 良好 淡黄色

淡黄色
回転ナデ
回転カンナけずり

－ 19 36 １ 壁面清掃 青磁 小杯 － 2.7 （1.5） 密 良好

第１表　土器・陶磁器　観察表

第２表　瓦　観察表
挿図 図版 № 地区 出土場所 種別 器種 法量（㎝） 色調 備考幅 長さ 厚さ

17 14 11 1 堀
上層 瓦 丸瓦 （7.75） （7.9） 1.8 断面：灰色

内外面：灰色

20 19 27 1 土塁覆土 瓦 丸瓦 （10.65） （9.9） 2.2 断面：灰白色
内外面：灰色

第３表　木製品　観察表
挿図 図版 № 地区 遺構番号 種別 法量（㎝） 備考幅 長さ 厚さ

16 11 1 1 堀
下層 建築部材 10.7� 138.8 6.2 マツ材

17 12 2 １ 堀
下層 連歯下駄 8.0� 23.05 2.1 板目取り

スギ材

－ 16 32 1 堀
北西肩付近 杭 径

6.0 42.2 －

－ 16 33 1 堀
北西肩付近 杭 径

5.5 49.8 －

第４表　石製品・銭貨　観察表
挿図 図版 № 地区 出土場所 器種 法量（㎝） 重量（ｇ） 備考幅 長さ 厚さ

20 19 30 １ 壁切・攪乱 碁石 1.65 1.9 0.75 3.6

20 19 31 １ 土塁
西側トレンチ（攪乱部分） 寛永通宝 径

2.4 － 0.1 2.7 新寛永

－ 14 34 １ 堀
上層 鉄滓 2.6 3.9 2.2 48.9
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Ⅳ　自然科学分析

出土木製品の樹種鑑定
リ ・ ー 株式会社

はじめに
　秋根土塁跡は、幕末期に長府藩が外国からの攻 に備えて築いた防 施設とされる。絵図や古地図

にも位置が記されており、発 調査では 期の がある土塁跡と堀が検出されている。 の

調査では、堀跡から出土した、幕末 明治時代と推定される木製品の 種 定を 施する。

（１）試料
　木製品は、土塁に 堀の埋土下層から出土した下駄（ １）、建築部材 ）の 点である。

（２）分析方法
　 木製品の木 りを観察した上で、 を いて木口（ 面）・ 目（ 面）・ 目（

面）の３ 面の を する。 を ・ ー （ ー

末 リセリン の ）で 入し、 ー とする。 ー は、生物

で木材 の種 や 列を観察し、その特徴を 生 と して種 を 定する。なお、

木材 の名 や特徴は、 地・ 東（1982）や 他（2006）を にする。

（３）結果
　 種 定結果を第５ に す。木製品は、 点とも で、 と に 定さ

れた。 的特徴等を記す。

・ （ ）　

　 方 は 道 と 道で構成される。 道 の 材部から 材部への 行は やや

やかで、 材部の は い。 道は 材部に認められる。 は、 道 、 、 平

道、 セリ で構成される。 野 は 状となる。 道 には 状の

が認められる。 は 列、１ 10 。

・ （ L ）　

　 方 は 道 と で構成される。 道 の 材部から 材部への 行はやや で、

材部の は 的 い。 はほぼ 材部に認められる。 は のみで構成される。

野 は で、１ 野に ４個。 は 列、１ 15 。

第５表　樹種同定結果



（４）考察
　 １の下駄は、 と を 木で り出す 下駄である。 の きさは長さ 23 、 7 5 の

長方 、 目 りで、 の る上面 が木 となる。 はすり っており、 の さが からな

いが、 存している の 地面は、 的 に近い部 である。 種は、 に 定された。

は、 などの の い土地を中 に生 する 木である。木材は、木 が で が

く、 が 的 い材質を する。この や などから下駄に されたと えられる。

　 の建築部材は、長さ 139 、 10 5 、 さ 4 5 の 材で、 方の面に溝と、溝

に した穴が認められる。また、溝が確認される面の の面は、 によると えられる

リ がそのまま っている。 種は、 に 定された。 は、

では 木となる と の 種があり、 次 や などに生 する。木材は

としては な部 に入り、 と 存 が 的 い材質を する。この材質などから、建築

部材として されたことが推定される。

　 東・山田 2012 の ータ ー によれ 、山口県 では幕末 明治時代の木製品に いて 種を

明らかにした事 が い。 時期が るが、下駄に いては、 跡から出土した 時代の

下駄・ 下駄の 種 定 があり、

、 、 等の

を中 に、15 種 （ ）の 種

が確認されている 第 。 の

下駄は であったが、 跡でも

下駄で が されている。た し、

下駄では は確認されておら 、

が主に 下駄の材 として さ

れていた がある。この点に いて

は の 積をもって検 していく

要がある。また、建築部材では、 道

遺跡の 町時代の柱材が

に 定されている。

引用文献
東 ・山田 編 2012 木の 古 　出土木製品 材 ータ ー 社 ,449

, , E 編 2006 材の 別　 による 的特徴

リ 東 ・ ・佐野 ・ 部　 ・ （日 ）, 社 ,70

, , E 2004 L

地　 ・ 東 1982 図 木材 地 社 ,176

第６表　萩城跡（外堀地区）の樹種構成



写真 10　木材



Ⅴ　総括

１　調査の意義
　秋根土塁は、長府藩の拠点である勝山御殿への侵入を防ぐために、元治元年（1864）５月７日に築

かれた防御施設である。その位置に いては、絵図や古写真などによって、おおよそ特定することが

できていたとこ であり、あわ て、堀を ものであることが推定されていた（ 原 2006・中原

編 2010）。 の発 調査は、この秋根土塁に して初めて 施するものであり、 その位置と規模

を確定さ ること、 構築方法などに関する所 を ることで、その を明らかにすることに第

の があった。

２　規模
　発 調査で確認された土塁と堀の検出規模は、次のとおりである。

　　土塁 11 、 存 50

　　　堀 10 5 、 さ 1 3

　土塁の規模に いては、 さ 1 90 、長さ 42 40 、 は南 13 00 、北 で 25 30 、中

ほどの も い 所で 5 60 とする記 があり（ 田 1968）、これと すると、 は南

13 00 とい が近い。この 南 とは、 時、土塁が 存していた部 に いての南 を

しているものとみられ、調査地に も近い部 にあたる。

　これに して、調査で確認した は 11 とやや いが、これは、検出面上で した であり、

土塁の から すれ 、１ ほど くなるため、記 とほぼ であると できよ 。

３　土塁の構築手順と変遷
　 の調査地は、 な 質土で構成される 地、 ン土を主 とする にしまりの

い 層（ 地の ）、 シ を とする 地の３種の地山が確認されている。

　土塁は、この 、 の 質土層と の 層上に構築されており、土塁の 土は、これに し

て土質がやや なる（第 21 図）。

　　 地山が 質土層　 　 土はシ を とし、 をよく

　　 地山が 層　　 　 土は を主 とし、 ン土と 土が 層状に積まれる

　この 関 の は、土地条 に わ て 土の質を えたとい より、それ れの近 の土を
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利用して築かれた結果に過ぎないと考えている。このことは、盛土の大部分が堀を掘削した際の派生

土を使用したとする解釈（桑原2006）と矛盾しない。なお、軟弱な泥質土上に築かれた部分については、

崩落防止の強化のためか、黄褐色シルトを基本とする土を表面に貼っている状況が確認できた。

　土塁の構築手順とその後の変遷については、以下のように復元される（第 22 図）。

①�　地山の上には、近世までに形成された灰色砂質土層が堆積するが、土塁を構築する際には、これ

を完全には除去せず、堀側では幅１～２ｍほどあえて掘り残している状況が確認できた。これに対

する解釈は容易ではないが、比高差が高くて崩落しやすい堀側の法面に水が流れにくくするための

簡易な小堤防としての役割を果たしていた可能性が考えられる（鈴木 2011）。

②�　堀の掘削とともに、土塁の盛土をする。堀を掘削した際の派生土を基本に、周辺の土を多少混成

したものを使用しているとみられる。版築などは特になされず、土塁の内側から外側に向けて盛土

している。

③�　土塁および堀が完成する（1864 年５月７日）。施工の開始年月日は記録に残っていないが、勝山

御殿の築城を開始した 1863 年６月 25 日以降のこととみられる。したがって、秋根土塁の施工期間

は最大で約 11 ヵ月となる。

④�　土塁および堀の存続期間中、堀にヘドロが堆積していく。この期間中に、陶器蓋・下駄・建築部

材などの通常生活に関わるものが、単発的に廃棄されている。この廃棄時期については、堀が掘削

されて以降、明治に耕地化されるまでの間ということになり、調査結果からはそれ以上の限定はで

きない。

　�　しかし、長府藩の管理下で、しかも対外関係が緊張関係にある期間中に廃棄がなされた状況は想

定しがたい。明治 2年（1869）に関門の廃止令が出されて、土塁の管理がなされなくなって以降の

ことではないかと推定される。ただし、それぞれの遺物の製作年代自体は江戸時代末期に遡る可能

性が高く、これらが一定期間使用されたうえでの廃棄を想定している。

⑤�　土塁が壊され、その土を用いて堀を埋め戻し、耕地化する。その時期は、古地図によって遅くと

も明治 30 年（1897）までにはなされたことが確認されている。

　�　今回の調査では、型紙刷や銅版刷など、確実に明治以降に生産された磁器は認めらず、佐野焼瓦

質土器など、明治に存続時期が下りうるものが数点含まれるのみであった。こうした状況から、明

治の中でも早い時期に土塁は壊され、耕地化されたものと推定される。

４　下層遺構と周辺調査事例
　堀より西側については、幕末の遺構とは別に柱穴や溝が検出されている。これらの遺構からは遺物

が出土しておらず、詳らかな時期比定は困難であるが、土層序からは、概ね古墳時代から近世にかけ

てのものといえる。

　また、堀の埋め戻し土などから、古墳前期後半の土師器、中世の土師器・陶磁器、近世の陶磁器な

どが出土しており、これらが本来近隣の集落遺跡に帰属するものと推定される。周辺調査事例とし

ては、延行条里遺跡で実施されたものがあり（第 23 図）、中世の遺構・遺物を主体として、古墳前

期後半の竪穴住居、近世の遺物などが確認されており、今回の出土事例と概ね合致している。他に
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も、秋根土塁跡より東側には金子遺跡があり、中世を主体とする遺構・遺物が確認されている（小林

2015）。

　秋根土塁を構築する際には、堀および周囲の土を利用したため、上記の遺物が破片となって混入し、

最終的には堀などの埋戻し土から出土する状況に至ったものと判断できる。

　これらの出土遺物のうち、近世については、概ね 18 世紀代のものが主体を占めており、この頃に

集落が近隣に所在していたことがうかがえる。しかし、19 世紀代の遺物が量的に限られ、集落の存

在がうかがえない状況に変わるのは、秋根関門の目の前が長府藩の管理下にあって集落の存在が許さ

れない状況、あるいは緊迫した状況のため自発的に住民が立ち退いた状況が想定される。

５　まとめ
　秋根土塁は、勝山御殿と同じように、緊急に迫られて比較的短期間に突貫工事で築かれた防御施設

である。このため、土の種類や構築方法などは、自然崩落を防ぐための最低限の処置を施しつつ、最

も簡易で効率的な方法が選択されたものと推定される。

　しかし、その一方で、土塁を構築するのに明らかに適していない軟弱な低地堆積上にも、妥協する

ことなく築き上げていることは、当時の緊迫した状況をよく示しているといえる。

　結果的には、秋根土塁は戦火に巻き込まれることなく、前田砲台で検出されたような被熱面や砲丸

などは出土していない。出土したのは陶器蓋、下駄、建築部材など、当時の日常生活に関わるものの

みであり、それも、緊迫した状況から解放された明治以降の廃棄と想定している。

　秋根土塁の立地の大半は、本来、田地に適した土地条件であり、秋根土塁がその役割を終えた後に

耕地化されたのは、ごく自然の成り行きといえる。秋根土塁はあくまで非常時にのみ存在しうる構築

物の典型例といえよう。

引用・参考文献
　伊東照雄 1996『延行条里遺跡（砂子多地区）』下関市教育委員会

　上山佳彦編 2013『延行条里遺跡（秋根上町１地区・２Ａ地区）』山口県埋蔵文化財センター

　小田　博 1968『下関勝山史』

　桑原邦彦 2006「元治元年構築の長府藩秋根関門について」『山口考古』第 26 号　山口考古学会

　鈴木正司 2011「若年技術者のための基礎知識　土工事　盛土編」『ＤＯＢＯＫＵ　技土会　東京』第 51号

　中原周一編 2010『勝山御殿跡』下関市教育委員会

　小林善也 2015『金子遺跡』下関市教育委員会
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図　版



調査区遠景（南西から）

図版１



調査区全景（東から )

図版２



１区近景（西から）

２区完掘状況（西から）

図版３



土塁近景（北から）

土塁近景（北西から）

図版４



調査区北壁土層断面（南東から）

調査区北壁土層断面拡大③（南から） 調査区北壁土層断面拡大④（南から）

調査区北壁土層断面拡大②（南から）調査区北壁土層断面拡大①（南から）

図版５



土塁土層断面東側（北西から）

土塁土層断面南側（北から） 土塁粘土貼り付け状況

土塁土層断面西側（北東から）土塁土層断面拡大（北東から）

図版６



堀近景（北西から）

２区堀完掘状況（南西から）

図版７



堀土層断面（北西から）

堀土層断面中央部分拡大（北西から）

堀土層断面東部分拡大（北西から） 堀土層断面西部分拡大（北から）

図版８



陶器出土状況（西から）

建築部材出土状況（南東から）

図版９



中近世以前遺構検出状況（東から）

SD1 土層断面（北西から） SD4 土層断面（北西から）

図版 10



堀　出土遺物（１）

１

図版 11



堀　出土遺物（２）
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堀　出土遺物（３）
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堀　出土遺物（４）
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堀　出土遺物（５）
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堀　出土遺物（６）
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遺構外　出土遺物（１）
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遺構外　出土遺物（２）
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遺構外　出土遺物（３）
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所収遺跡名 種　別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

秋根土塁跡
集落

その他（土塁跡）

古墳時代
中世
近世

柱穴　３個
溝　　４条
土塁　１列
堀　　１条

土師器
輸入陶磁器
近世陶磁器

佐野焼瓦質土器
瓦

木製品
碁石
銭貨

幕末の絵図に記された
防御施設
堀より人名墨書陶器・
下駄・建築部材が出土

要約

　秋根土塁跡は下関市南部に所在する幕末の防御施設であり、長府藩の拠点である勝山御
殿への外国からの侵攻を防ぐために元治元年（1864）５月７日に構築された。絵図や古写
真などからその位置がほぼ特定されるとともに、明治 30 年までにはほとんどが耕地化に
よって削平されていることが確認されている。
　調査の結果、これまでに推定されていた箇所に土塁および堀を検出し、その位置を確定
するとともに、規模が判明した。また、土層観察からは、土塁の構築方法に関わる特徴的
な堆積状況を確認した。堀からは、その存続期間中に廃棄されたとみられる陶器蓋・下駄・
建築部材が出土し、幕末から明治初頭の生活に関わる遺物が出土した。
　下層遺構からは、延行条里遺跡の延長部ともいえる集落等に関わる遺構・遺物を検出した。
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